
                                          令和８年５月１３日   

姫路駐屯地におけるオープンカウンター方式による見積依頼について  

１ 本リストは、オープンカウンター方式実施要項に基づく手続が必要です。 

２ 本方式は随意契約を前提とした見積依頼であり、有効な見積書をもって申込みをした者のうち、予定価格の制限の範囲内で最低の価格の見

積書をもって申込みをした者を契約の相手方とします。 

３ 件名リスト  

番号 件     名 
納入（履行） 

場所 

納期（履行期

限） 

見積依頼書 

公表日 

見積書 

提出期限 

見積合わせの 

日時 

防衛省競争 

参加資格  
備考  

１８ 

 

 

２３２号建物他消火設

備点検 
陸上自衛隊姫路

駐屯地 

9.3.31 

 

8.5.13 

 

8.5.20 

11時 00分 

8.5.20 

11時 00分 

なし 総品目総額決定 

 

４ 適用する契約条項 

駐屯地用標準契約の役務請負契約条項、談合等の不正行為に関する特約条項、暴力団排除に関する特約条項とする。 

５ 仕様書の交付場所、契約条項等を示す場所、問合せ先及び提出先  

   〒670-0881 兵庫県姫路市峰南町１－７０ 契約機関名（担当）：陸上自衛隊姫路駐屯地 第３５２会計隊姫路派遣隊（濱尾）  

 電話番号：079-222-4001 （内線 348） ＦＡＸ：079-222-4006  メールアドレス：ma347fin-ma@inet.gsdf.mod.go.jp 

 仕様書の内容に関する問い合わせ先：姫路駐屯地業務隊 管理科 泉（内線３４４） 

 

mailto:ma347fin-ma@inet.gsdf.mod.go.jp


設備名

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

図番

仕 　 様 　 書

２　役務場所

　　兵庫県姫路市峰南町１－７０　陸上自衛隊姫路駐屯地

３　役務期間

１　役務件名

仕様書①

　　　有無を確認の上、必要に応じて中間検査を受けるものとする。

　　ア　役務完了後、外部から明視できなくなる箇所は、監督官に立会の

　　再開する。

 (6)　中間検査

　　じた場合は、当該箇所の役務を一時中断し、監督官の指示を受けた後

　　　仕様書、設計図書等に明記なき事項又はその内容において疑義が生

 (5)　疑義

　　受け請負業者の責任において実施するものとする。

　　　また、実施に当たって当然必要と思われる事項は、監督官の指示を

　　　この場合、請負金額の増減又は期間の延長はしない。

　　り行う。

　　　現場の納まり、取合せ等のための軽微な変更は、監督官の指示によ

 (4)　軽微な変更

 (3)　役務工程

　　　実施に先立ち、監督官と協議したのち工程表を作成し、監督官の承

　　認後に実施する。

 (2)　設備概要は下記のとおりである。

４　役務概要

　　イ　役務工程の遅延回復、役務実施上の都合により、監督官において

　　　作業時間の伸縮又は夜間作業の必要を認めた場合は、請負業者はそ

　　　の指示に従うこと。

　　　　なお、日時を変更する場合は事前に監督官の承諾を受けること。

　　ア　役務実施時間は、特記事項による。

 (8)　作業時間

　　　とする。

　　官側の算定に基づき、請負業者が支払うものとする。

　　　役務に必要とする電気、水等は請負業者が準備することとし、官側

　　より使用する場合は、事前に監督官へ申し出て承認の上、使用料金は

 (7)　電気、水道料等の使用

　　　本仕様書は、本役務に適用する。

 (2)　適用範囲

　　　備施設本部制定各種共通仕様書、建築保全センター発行建築保全業

　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修各種工事標準仕様書、防衛省装

　　イ　本役務の仕様は、設計図書に記載してある事項のほか、本仕様書

５　一般事項

 (1)　総　則

　　ア　本仕様書は、陸上自衛隊姫路駐屯地における諸役務について、共

　　　通的な必要事項を規定する。

　　　務共通仕様書、消防法及び関係法令並びに監督官の指示による。

ABC粉末移動式

固定泡ヘッド式

型　式

移動式粉末消火設備

泡消火設備

1/6

数　量

6基

100個

 (1)　本役務は、消防法施行規則の規定に基づき、駐屯地内建物に設置し

　　てある移動式粉末消火設備及び泡消火設備を消防設備点検有資格者に

　　よる機器点検（６ヶ月点検）及び総合点検（１年点検）を実施する。

　　契約締結日～令和９年３月３１日

　　（実施日１回目：令和８年６月中旬～令和８年６月下旬）

　　（実施日２回目：令和８年１２月上旬～令和８年１２月中旬）

　　２３２号建物他消火設備点検

232号建物

243号建物 　　　　特記事項に記載がない場合は、原則平日０８：３０～１７：００

２３２号建物他消火設備点検

場　所



　　月に実施する予定である。

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

図番仕様書②

(9)　後片付け

　　　役務終了に際して、役務現場の後片付け及び清掃を実施すること。

(10)　物品等の返納

　　　貸与された設計図書等は、すべて完成検査合格後、監督官に返納す

　　ること。

(11)　役務現場の管理

　　ア　役務場所への実施者、その他の出入りの管理、風紀衛生の取締り

　　　火災、盗難、及びその他事故防止については、請負業者の責任でこ

　　　れを管理すること。

　　イ　役務場所は、常に整理整頓及び清掃を行い安全管理に努めること。

　　ウ　役務場所及びその周辺にある既設構造物に損傷を及ぼさないよう

　　　十分な防護を施すこと。

　　　　万一損傷を与えた場合は、請負業者の負担において修復するもの

　　　とする。

(12)　安全管理

　　ア　役務実施者は、安全管理に万全を期すること。

　　イ　役務場所又はその付近で作業を行うときは、表示又は安全係を置

　　　く等、安全確保に努めること

　　ウ　現場代理人は、常駐とする。

(13)　提出書類

　　　請負業者は、指定期日までに監督官の指示する書式に基づき必要書

　　類を提出すること。

(14)　役務写真

　　　請負業者は、監督官の指示に従い、役務材料、役務前・中・後、役

　　務隠ぺいとなる箇所、主要な役務段階の状況及び、その他監督官の指

　　示した箇所の写真（カラーサービス版）１部を工程順に役務写真帳（

　　Ａ４版）に整理し、監督官に提出する。

　　　なお、材料は、搬入の都度、本役務に関わる全数量・規格が分かる

　　ように撮影すること。

(15)　完成検査

　　　請負業者は、本役務完了後、仕様書に基づき検査官が実施する完成

　　検査を受け、合格をもって完了とする。

　　　なお、検査結果に不合格の箇所が生じた場合は、直ちに手直しを行

　　い、再度検査を受けるものとする。

　　　その際、手直しに関する契約期間の延長はしないものとする。

６　特記事項

　　　詳細は監督官と協議の上決定するものとする。

 (2)　本点検は「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報

　　告書に添付する点検票の様式を定める件」（昭和50年10月16日消防庁

　　告示第14号）に基づき点検すること。

 (3)　本点検完了後、点検の記録とともに、以下の所轄消防署提出用の点

2/6

 (1)　点検予定日については、機器点検は６月と１２月、総合点検は１２

２３２号建物他消火設備点検

 (4)　保守点検に係る消耗品及び軽微な調整・修理に掛かる費用は請負業

　　者の負担とする。

 (5)　点検については、消防設備士が実施し、事前に資格証の写しを監督

　　官に提出すること。

　　イ　点検票　　　　　　　　　

　　　　・別記様式第１

　　　　・別記様式第２　　　　　　　　

　　　　・別記様式第３　　　　　　　　

　　　　・別記様式第５　　　　　　　　　

　　　　・別記様式第８　　　　　　　　　　

　　ア　点検結果報告　　　　　　　　　

　　検結果報告・点検票を作成すること。



役務実施場所

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

図番

姫路駐屯地

白国宿舎

余部駅

播磨高岡駅

花田ＩＣ

姫路セントラルパーク

姫路市役所

姫路駅

姫路城

英賀保駅

京口駅

野里駅

砥堀駅

御着駅

国
道
３
１
２
号
線

Ｊ
Ｒ
播
但
線

ＪＲ山陽本線

国
道
２
９
号
線

夢
前
川

市
川

山陽自動車道

Ｊ
Ｒ
姫
新
線

国道２号線

国道３７２号線

山陽姫路東ＩＣ

至
岡
山

新幹線

姫路バイパス

至
神
戸

広峰中継所

姫路競馬場

桑ノ木宿舎

伊伝居宿舎

姫路射撃場

案内図　S=1:100,000

案内図・配置図

配置図　S=1:6,000

Ｎ
２４３号建物
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役務実施場所
２３２号建物

２３２号建物他消火設備点検



図番

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

UP

凡　例

移動式粉末消火設備　6基

２３２号建物1階平面図

232号建物1階平面図　S＝1/400

4/6

２３２号建物他消火設備点検



倉庫－１

倉庫－２

Ｂ

（１０）

1,000

ＷＢ

点検整備室

図番

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

倉庫－３

洗浄室機械室電気室

P F U

１

T1

泡消火ポンプユニット

凡　　例

記　　号 　　　備　　　　　　考　　　　名　　　　　　称　

ＰＦＵ

１

Ｔ１

φ１００ｘ７００Ｌ／ｍｉｎ

ｘ５８ｍｘ１５ｋＷ（スターデルタ起動）

付属品：呼水槽、空気圧力槽、制御盤

その他標準附属品一式共

泡原液槽
容量：４００Ｌ　材質：ＳＳ４００　　

プレッシャプロポーショナー方式

１００Ａアラームバルブセット

手動起動弁

泡ヘッド

感知ヘッド

混合器 ２００～２０００Ｌ／ｍｉｎ

一斉開放弁 ５０Ａ（減圧開）

感度種別：１種　作動温度：７２℃

電極３ＰＬＦ３

０．２５ＭＰａ－３５Ｌ／ｍｉｎ　　

建物番号

加圧送水装置

制御盤

呼水槽

泡貯蔵槽

流水検知装置

泡ヘッド

感知ヘッド

一斉開放弁

手動開放弁

機種

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

機器点検/総合点検

摘要

点検一覧表

２４３号

Ｎ

２４３号建物平面図

45,800

2
4,

0
00

数量 点検回数

消火水槽

警報試験

ポンプ性能試験

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

２回

１基

１０個

１式

１式

１００個

１式

１槽

１槽

１面

１基

5/6

２３２号建物他消火設備点検



図番

件名

種別

姫路駐屯地業務隊管理科

１
０
０

Ｐ

６

ＰＦＵ

１

１
０
０

４
２
０
０

１ＦＬ

４
２
５
０

機械室
Ｆ

T1

三方弁

１００

Ｐ

Ｆ
１
０
０

１
０
０

Ｆ
１００

１
５

１
０
０

１
５

１
５

１
５

１
５倉庫－３

倉庫－１

ＲＦＬ

２５

ＬＦ３

□ ＣＥＭ－ＣＥＥ２　－３　（ＰＦ２２）

三方弁 点検用

手動起動弁

泡消火ポンプユニット

凡　　例

記　　号 　　　備　　　　　　考　　　　名　　　　　　称　

１００Ａ

Ｐ

アラームバルブセット

圧力スイッチ

流量計

１００Ａ

フレキシブルチュ－ブ

フート弁

耐熱及び、耐火配線

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　ＳＧＰ

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　ＳＧＰ

Ｄ

Ｆ

配線配管路

排水管

泡消火設備配管

泡ヘッド

１００Ａ

０．２５ＭＰａ－３５Ｌ／ｍｉｎ　　

感知ヘッド

混合器 ２００～２０００Ｌ／ｍｉｎ

一斉開放弁 ５０Ａ（減圧開）

ＰＦＵ

１

感度種別：１種　作動温度：７２℃

Ｔ１

φ１００ｘ７００Ｌ／ｍｉｎ

ｘ５８ｍｘ１５ｋＷ（スターデルタ起動）

付属品：呼水槽、空気圧力槽、制御盤

その他標準附属品一式共

泡原液槽
容量：４００Ｌ　材質：ＳＳ４００　　

プレッシャプロポーショナー方式

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　ＳＧＰ感知配管、手動起動用配管

電極３ＰＬＦ３

２４３号建物泡消火設備系統図
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２３２号建物他消火設備点検



18

単位 数量
備　考

式 1

　上記に関して「入札及び契約心得」、「オープンカウンター方式実施要項」及び「標準契約書」の契約条項等

を承諾のうえ見積りいたします。また、当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は、「入札及び契約

心得」に示された暴力団排除に関する誓約事項について誓約いたします。

令和　８年　　５月　２０日

分任契約担当官

陸上自衛隊姫路駐屯地

第３５２会計隊姫路派遣隊長　川﨑　祥　殿

住　　所

会  社  名

代表者名 印

２３２号建物他消火設備点検 仕様書のとおり

履行場所 陸上自衛隊姫路駐屯地

（免　除） 入札（見積）書有効期間

9.3.31納期（履行期間）

契約保証金

見　　積　　書

件名リスト一連番号

（消費税及び地方税を含まない。）

品　　　名 規　　　格 単価 金　　額

見積金額￥　



分任契約担当官

陸上自衛隊姫路駐屯地

第３５２会計隊姫路派遣隊長　川﨑　祥　殿

￥　

履行場所：陸上自衛隊姫路駐屯地

納期（履行期間）　：令和９年３月３１日

住所・名称・代表者名

印

単位 数量
備　考

式 1

内訳（税抜き）

市　　価　　調　　査　　書

市価調査書は
令和８年５月１９日（火）１３時までに
ＦＡＸまたはメールにて提出をお願いし
ます。

令　和　　　年　　　月　　　日

品　　　名 規　　　格 単価 金　　額

２３２号建物他消火設備点検 仕様書のとおり


